
(57)【要約】
【課題】　簡易な方法で吸着性能を有する活性炭の表面に光触媒活性を有する金属酸化物
を担持することができ、基材表面との密着性に優れ、且つ長期間に渡って継続的に消臭、
毒ガス成分の分解等の作用を発現することができる光触媒機能材料の製造方法を提供する
。
【解決手段】　少なくとも金属、金属イオン又は金属水酸化物の粒子を含む溶媒を活性炭
繊維に接触させる。これにより、金属、金属イオン又は金属水酸化物の粒子を活性炭繊維
の表面に吸着させる。金属、金属イオン、金属水酸化物としては、具体的には、亜鉛、亜
鉛イオン、水酸化亜鉛などを用いることができる。次に、金属、金属イオン又は金属水酸
化物の粒子を吸着した活性炭を加熱処理する。この加熱処理により、光触媒機能を有する
金属酸化物、例えば、酸化亜鉛が活性炭に形成される。この加熱処理の温度は、４０℃～
４８０℃の範囲の温度とするのが望ましい。
【選択図】　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 活 性 炭 に 光 触 媒 機 能 を 有 す る 金 属 酸 化 物 が 形 成 さ れ た 光 触 媒 機 能 材 料 の 製 造 方 法 に お い
て 、
　 少 な く と も 金 属 、 金 属 イ オ ン 又 は 金 属 水 酸 化 物 を 含 む 溶 媒 を 前 記 活 性 炭 に 接 触 さ せ て 前
記 金 属 、 金 属 イ オ ン 又 は 金 属 水 酸 化 物 を 前 記 活 性 炭 の 表 面 に 吸 着 さ せ る 工 程 と 、
　 こ の 後 、 前 記 金 属 、 金 属 イ オ ン 又 は 金 属 水 酸 化 物 を 吸 着 し た 活 性 炭 を 加 熱 処 理 し て 前 記
金 属 酸 化 物 が 形 成 さ れ た 光 触 媒 機 能 材 料 と す る 工 程 と 、
を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 光 触 媒 機 能 材 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 活 性 炭 は 活 性 炭 繊 維 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 触 媒 機 能 材 料 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 金 属 、 金 属 イ オ ン 又 は 金 属 水 酸 化 物 は 、 そ れ ぞ れ 亜 鉛 、 亜 鉛 イ オ ン 、 水 酸 化 亜 鉛 で
あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 光 触 媒 機 能 材 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 加 熱 処 理 の 温 度 は 、 ４ ０ ℃ ～ ４ ８ ０ ℃ の 範 囲 内 の 温 度 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ３ の い ず れ か の 一 に 記 載 の 光 触 媒 機 能 材 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 加 熱 処 理 後 の 光 触 媒 機 能 材 料 を 少 な く と も ニ オ ブ 、 ル テ ニ ウ ム 、 ロ ジ ウ ム 、 パ ラ ジ
ウ ム 、 銀 、 ス ズ 、 オ ス ミ ウ ム 、 白 金 、 及 び 金 の ９ 種 類 の 金 属 の 材 料 の イ オ ン 又 は 微 粒 子 か
ら な る 群 の う ち 少 な く と も １ 種 類 以 上 の 金 属 を 含 有 す る 溶 媒 に 接 触 す る こ と に よ り 、 当 該
溶 媒 の 金 属 を 前 記 活 性 炭 に 付 着 し た 前 記 金 属 酸 化 物 の 表 面 に 担 持 さ せ る 工 程 を 、 含 ん で な
る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か の 一 に 記 載 の 光 触 媒 機 能 材 料 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 活 性 炭 に 光 触 媒 機 能 を 有 す る 金 属 酸 化 物 が 形 成 さ れ た 光 触 媒 機 能 材 料 の 製 造
方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 活 性 炭 の 表 面 に 、 蒸 着 手 段 に よ り 光 触 媒 の 薄 膜 を 形 成 、 担 持 さ せ た こ
と を 特 徴 と す る 光 触 媒 活 性 炭 な ど に つ い て 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 ２ に は 、 主 と し て ア セ ト ア ル デ ヒ ド の 吸 着 能 力 が ２ ０ ｍ ｇ ／ ｇ （ 平 衡 濃 度 １ ０
ｐ ｐ ｍ で の 平 衡 吸 着 量 ） 以 上 で あ る 活 性 炭 ３ ０ ～ ８ ０ 質 量 ％ と 、 ア ン モ ニ ア ガ ス の 平 衡 濃
度 １ ０ ｐ ｐ ｍ 時 の 平 衡 吸 着 量 が ５ ｍ ｇ ／ ｇ 以 上 の 光 反 応 性 半 導 体 １ ０ ～ ４ ０ 質 量 ％ 及 び 熱
融 着 性 バ イ ン ダ ー 繊 維 １ ～ ３ ０ 質 量 ％ と を 湿 式 抄 紙 法 に よ り 混 抄 し 、 熱 融 着 性 バ イ ン ダ ー
を 融 着 さ せ て 得 ら れ た 密 度 が ０ ． １ ０ ｇ ／ ｃ ｍ 3 以 上 で あ る 有 害 物 除 去 シ － ト に つ い て 開
示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ２ ６ ５ １ ２ 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ３ ９ ０ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 い わ ゆ る 光 触 媒 は 、 そ の 材 料 が 必 要 と す る 光 が 供 給 さ れ れ ば 、 一 定 の 光 活 性 を 示 し 、 消
臭 、 毒 ガ ス 成 分 の 分 解 等 の 作 用 を 発 現 す る こ と が で き る 。 し か し 、 そ の 処 理 速 度 は 一 般 的
に は 遅 く 、 光 触 媒 単 体 で そ の 処 理 能 力 を 高 め る の は 限 界 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 一 方 、 活 性 炭 繊 維 や ゼ オ ラ イ ト な ど の 吸 着 剤 は 非 常 に 吸 着 性 能 が 高 い た め 、 臭 い 成 分 に
相 当 す る ガ ス や 、 人 体 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 毒 ガ ス 成 分 な ど は 短 時 間 で 吸 着 で き る が 、 自 身 が
そ の ま ま の 状 態 で （ 室 温 下 で ） 分 解 す る こ と が な い た め 、 限 界 量 を 超 え る と 吸 着 し な く な
り 、 機 能 を 失 っ て し ま う こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 こ の 両 者 を う ま く 組 み 合 わ せ る こ と が で き れ ば 、 除 去 し た い ガ ス を 早 く 吸 着 し
て 、 か つ 、 そ の 吸 着 に よ っ て 濃 縮 さ れ た ガ ス を 光 触 媒 に よ っ て 効 率 良 く 分 解 し て い く こ と
が で き る ほ か 、 吸 着 材 料 の 吸 着 性 能 を 光 触 媒 に よ っ て 再 生 す る こ と が 可 能 で あ り 、 安 定 し
た 機 能 を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 吸 着 材 料 が 吸 着 し た ガ ス 分 子 は 吸 着 材 料 の 表 面 に お い て 拡 散 す る 性 質 が あ り 、 こ れ ら の
ガ ス 分 子 を 分 解 す る 光 触 媒 は 吸 着 サ イ ト の 極 近 く に 配 置 す る こ と が 必 要 で あ る 。 こ こ で 、
吸 着 材 料 の 表 面 に バ イ ン ダ ー を 介 し て 光 触 媒 を 直 接 担 持 す る と 、 吸 着 サ イ ト は バ イ ン ダ ー
成 分 に よ っ て 埋 ま り 、 十 分 な 吸 着 性 能 を 発 揮 す る こ と が で き な い 。 ま た 、 特 許 文 献 １ に 開
示 の よ う に 、 蒸 着 等 の 手 段 で 光 触 媒 を 把 持 し て も 、 緻 密 な 膜 と し て 形 成 さ れ る た め に 、 こ
れ も ま た 吸 着 性 能 の 劣 化 に 繋 が る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 文 献 ２ に 開 示 の 技 術 に お い て は 、 活 性 炭 繊 維 と 光 触 媒 を 複 合 化 す る に あ た り 、 活 性
炭 繊 維 と 光 触 媒 Ｔ ｉ Ｏ ２ と 熱 融 着 性 バ イ ン ダ ー 繊 維 と を 湿 式 抄 紙 法 よ り 混 抄 し 、 熱 融 着 性
バ イ ン ダ ー を 融 着 さ せ る こ と に よ り 活 性 炭 繊 維 と 光 触 媒 を 複 合 化 し て い る が 、 光 触 媒 材 料
は 活 性 炭 繊 維 上 に 担 持 さ せ た も の で は な く 、 空 間 的 に 離 れ た 場 所 に 固 定 さ れ て い る た め 、
活 性 炭 繊 維 に 吸 着 し た ガ ス 分 子 の 表 面 拡 散 に お い て 光 触 媒 に ガ ス 分 子 が 接 触 す る 頻 度 は 低
い と 考 え ら れ 、 光 照 射 に よ る 活 性 炭 繊 維 の 吸 着 能 力 再 生 効 果 は 低 い も の と 予 想 さ れ る 。 ま
た 、 熱 融 着 性 繊 維 は 有 機 バ イ ン ダ ー と 捉 え る こ と が 出 来 る た め 、 長 期 的 な 使 用 に よ っ て は
有 機 バ イ ン ダ ー 成 分 が 光 触 媒 に よ っ て 分 解 さ れ て 光 触 媒 が 脱 落 し 、 性 能 が 低 下 す る 可 能 性
が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 易 な 方 法 で 吸 着 性 能 を 有 す る 活 性 炭 の 表 面 に 光 触 媒 活 性 を 有 す る 金
属 酸 化 物 を 担 持 す る こ と が で き 、 基 材 表 面 と の 密 着 性 に 優 れ 、 且 つ 長 期 間 に 渡 っ て 継 続 的
に 消 臭 、 毒 ガ ス 成 分 の 分 解 等 の 作 用 を 発 現 す る こ と が で き る 光 触 媒 機 能 材 料 の 製 造 方 法 を
提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 活 性 炭 に 光 触 媒 機 能 を 有 す る 金 属 酸 化 物 が 形 成 さ れ た 光 触 媒 機 能 材 料 の 製 造
方 法 に お い て 、 少 な く と も 金 属 、 金 属 イ オ ン 又 は 金 属 水 酸 化 物 を 含 む 溶 媒 を 前 記 活 性 炭 に
接 触 さ せ て 前 記 金 属 、 金 属 イ オ ン 又 は 金 属 水 酸 化 物 を 前 記 活 性 炭 の 表 面 に 吸 着 さ せ る 工 程
と 、 こ の 後 、 前 記 金 属 、 金 属 イ オ ン 又 は 金 属 水 酸 化 物 を 吸 着 し た 活 性 炭 を 加 熱 処 理 し て 前
記 金 属 酸 化 物 が 形 成 さ れ た 光 触 媒 機 能 材 料 と す る 工 程 と 、 を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る
光 触 媒 機 能 材 料 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 活 性 炭 の 吸 着 能 力 が 吸 着 飽 和 に よ っ て 劣 化 し て も 紫 外 光 を 照 射 す る こ
と で 光 触 媒 機 能 に よ り 活 性 炭 の 吸 着 性 能 を 再 生 さ せ る こ と が で き る 光 触 媒 機 能 材 料 を 製 造
す る こ と が で き る 。 そ し て 、 簡 易 な 方 法 で 吸 着 性 能 を 有 す る 活 性 炭 の 表 面 に 光 触 媒 活 性 を
有 す る 金 属 酸 化 物 を 担 持 す る こ と が で き 、 基 材 表 面 と の 密 着 性 に 優 れ 、 且 つ 長 期 間 に 渡 っ
て 継 続 的 に 消 臭 、 毒 ガ ス 成 分 の 分 解 等 の 作 用 を 発 現 す る こ と が で き る 光 触 媒 機 能 材 料 の 製
造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 一 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 活 性 炭 に 光 触 媒 機 能 を 有 す る 金 属 酸 化 物 が 形 成 さ れ た 光 触 媒 機 能 材 料
の 製 造 方 法 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 こ の よ う な 光 触 媒 を 次 の 第 １ 工 程 、 第 ２ 工 程 を 順
に 実 施 し て 製 造 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ １ ） 第 １ 工 程
　 ま ず 、 少 な く と も 金 属 、 金 属 イ オ ン 又 は 金 属 水 酸 化 物 の 粒 子 を 含 む 溶 媒 を 活 性 炭 、 例 え
ば 、 活 性 炭 繊 維 に 接 触 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 金 属 、 金 属 イ オ ン 又 は 金 属 水 酸 化 物 の 粒 子 を
活 性 炭 繊 維 の 表 面 に 吸 着 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 金 属 、 金 属 イ オ ン 、 金 属 水 酸 化 物 と し て は 、 具 体 的 に は 、 亜 鉛 、 亜 鉛 イ オ ン 、 水 酸
化 亜 鉛 な ど を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ２ ） 第 ２ 工 程
　 そ の 後 、 金 属 、 金 属 イ オ ン 又 は 金 属 水 酸 化 物 の 粒 子 を 吸 着 し た 活 性 炭 を 加 熱 処 理 す る 。
こ の 加 熱 処 理 に よ り 、 光 触 媒 機 能 を 有 す る 金 属 酸 化 物 、 例 え ば 、 酸 化 亜 鉛 が 活 性 炭 に 形 成
さ れ る 。 こ の 加 熱 処 理 の 温 度 は 、 ４ ０ ℃ ～ ４ ８ ０ ℃ の 範 囲 の 温 度 と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 活 性 炭 に 光 触 媒 機 能 を 有 す る 金 属 酸 化 物 が 形 成 さ れ た 光 触 媒 機 能 材 料 を 製
造 す る こ と が で き る 。 以 上 の 第 １ 工 程 、 第 ２ 工 程 の 後 に 以 下 の 第 ３ 工 程 を 実 行 し て も よ い
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ３ ） 第 ３ 工 程
　 す な わ ち 、 第 ２ 工 程 の 加 熱 処 理 後 の 光 触 媒 機 能 材 料 に 、 少 な く と も ニ オ ブ 、 ル テ ニ ウ ム
、 ロ ジ ウ ム 、 パ ラ ジ ウ ム 、 銀 、 ス ズ 、 オ ス ミ ウ ム 、 白 金 、 及 び 金 の ９ 種 類 の 材 料 の イ オ ン
又 は 微 粒 子 か ら な る 群 の う ち 少 な く と も １ 種 類 以 上 を 含 有 す る 溶 媒 に 接 触 す る こ と に よ り
、 光 触 媒 機 能 材 料 の 表 面 に 同 金 属 を 析 出 又 は 付 着 さ せ 、 活 性 炭 に 付 着 し た 酸 化 亜 鉛 の 表 面
に 担 持 さ せ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 の 例 は 、 光 触 媒 機 能 を 有 す る 金 属 酸 化 物 が 酸 化 亜 鉛 （ Ｚ ｎ Ｏ ） の 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 水 酸 化 亜 鉛 微 粒 子 を 投 入 し た 分 散 水 を 撹 拝 し な が ら 活 性 炭 繊 維 を 約 １ ０ 秒 浸 漬 し た 後 、
遠 心 脱 水 機 で 脱 水 し 、 水 酸 化 亜 鉛 粒 子 が 吸 着 し た 活 性 炭 繊 維 を ３ ０ ０ ℃ で 加 熱 処 理 し 、 Ｚ
ｎ Ｏ を 担 持 し た 活 性 炭 繊 維 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 実 施 例 １ の 処 理 に よ っ て 得 ら れ た Ｚ ｎ Ｏ を 担 持 し た 活 性 炭 繊 維 を Ａ ｇ の 微 粒 子 を 含 有 し
た 分 散 水 に 浸 漬 し 、 乾 燥 さ せ て Ａ ｇ の 微 粒 子 を 表 面 に 付 着 さ せ た Ｚ ｎ Ｏ を 担 持 し た 活 性 炭
繊 維 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ 比 較 例 １ ）
　 比 較 例 と し て 実 施 例 １ ， ２ の よ う な 処 理 を 行 な っ て い な い 活 性 炭 繊 維 を 用 い た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ 作 製 物 の 評 価 ）
　 上 記 の 実 施 例 １ ， ２ に お い て 形 成 し た 光 触 媒 機 能 材 料 と 比 較 例 １ の 活 性 炭 繊 維 に お い て
、 下 記 の 要 領 で 比 較 試 験 を 行 っ た 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ １ ） 実 施 例 １ ， ２ に お い て 形 成 し た 光 触 媒 機 能 材 料 と 比 較 例 １ の 活 性 炭 繊 維 ０ ． ５ ｇ
を ５ ｃ ｍ × ５ ｃ ｍ の 浅 い ケ ー ス に 均 一 に 敷 き 詰 め 、 容 量 ３ リ ッ ト ル の テ ド ラ ー バ ッ グ に 挿
入 し 、 濃 度 ３ ０ ｐ ｐ ｍ の ア セ ト ア ル デ ヒ ト ガ ス を 含 有 し た 空 気 を 、 こ の テ ド ラ ー バ ッ グ 内
に 充 填 す る 。 次 に 、 暗 所 に お い て １ 時 間 放 置 後 、 テ ド ラ ー バ ッ グ 内 の ア セ ト ア ル デ ヒ ト ガ
ス 濃 度 を ガ ス 検 知 管 に よ り 確 認 す る 。 こ の 作 業 を ２ 度 行 い 、 吸 着 性 能 の 劣 化 を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ ２ ） 上 記 の 試 験 を 行 っ た 実 施 例 １ ， ２ の 光 触 媒 機 能 材 料 と 比 較 例 １ の 活 性 炭 繊 維 に Ｕ
Ｖ － Ａ 照 射 強 度 ２ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の ブ ラ ッ ク ラ イ ト を ３ 時 間 照 射 し 、 再 度 、 （ １ ） の 試 験 を
１ 回 行 い 、 光 再 生 効 果 を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の 結 果 を 図 １ に 示 す 。 図 １ に お い て 、 上 記 （ １ ） の ２ 度 の 吸 着 性 能 の 劣 化 の 確 認 が 「
吸 着 試 験 １ 回 目 」 と 「 吸 着 試 験 ２ 回 目 」 で あ り 、 （ ２ ） の 光 再 生 効 果 の 確 認 が 「 光 再 生 後
吸 着 試 験 」 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 実 施 例 １ ， ２ の 光 触 媒 機 能 材 料 は 、 吸 着 試 験 ２ 回 目 に は 活 性
炭 繊 維 の 吸 着 能 力 が 吸 着 飽 和 に よ っ て 劣 化 し て い る こ と が わ か る 。 ま た 、 こ の 劣 化 は 比 較
例 １ の 活 性 炭 繊 維 と ほ ぼ 同 等 の レ ベ ル で あ る 。 つ ま り 、 光 触 媒 の 担 持 処 理 を 行 っ て も 活 性
炭 繊 維 の 吸 着 能 力 は ほ と ん ど 損 な わ れ な い と い う こ と が わ か る 。 次 に 、 光 再 生 後 吸 着 試 験
に よ っ て は 、 比 較 例 １ で は ガ ス 残 存 率 １ ８ ％ で あ る の に 対 し 、 実 施 例 １ で は ５ ％ に 低 減 す
る こ と が で き た 。 実 施 例 ２ に よ っ て は ガ ス 残 存 率 が １ ％ 未 満 （ 検 出 限 界 ） で あ る こ と か ら
、 Ａ ｇ の 微 粒 子 を 付 与 し た Ｚ ｎ Ｏ が 活 性 炭 繊 維 に 吸 着 し た ア セ ト ア ル デ ヒ ト ガ ス を 分 解 し
、 完 全 に 再 生 処 理 さ せ て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 実 施 例 １ ， ２ の 光 触 媒 機 能 材 料 を 流 水 洗 浄 し て み た が 、 Ｚ ｎ Ｏ の 離 脱 等 が 見 ら
れ ず 、 乾 式 は も ち ろ ん の こ と 、 湿 式 の シ ー ト 加 工 に も 耐 え う る 強 度 を 持 っ て い る こ と が わ
か っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ は 、 Ｚ ｎ Ｏ を 担 持 し て い な い 活 性 炭 繊 維 の 拡 大 写 真 で あ り 、 図 ３ は 、 前 述 の よ う に
Ｚ ｎ Ｏ を 担 持 し た 活 性 炭 繊 維 の 拡 大 写 真 で あ る 。 Ｚ ｎ Ｏ を 担 持 し て い な い 活 性 炭 繊 維 は 表
面 が 平 坦 で 何 も 担 持 さ れ て い な い が 、 Ｚ ｎ Ｏ を 担 持 し た 活 性 炭 繊 維 に お い て は 、 写 真 中 の
白 く 見 え る 粒 子 が 酸 化 亜 鉛 で あ る 。 こ の 倍 率 （ × １ ０ ０ ０ ） で は 酸 化 亜 鉛 の 二 次 粒 子 し か
観 察 で き な い が 、 実 際 に は 粒 子 径 １ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 の 酸 化 亜 鉛 粒 子 が 疎 に 凝 集 し て 二 次 粒 子
を 形 成 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 結 果 に つ い て 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｚ ｎ Ｏ を 担 持 し て い な い 活 性 炭 繊 維 の 拡 大 写 真 （ 図 面 代 用 写 真 ） で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｚ ｎ Ｏ を 担 持 し た 活 性 炭 繊 維 の 拡 大 写 真 （ 図 面 代 用 写 真 ） で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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